
令和６年度

校章の由来
校章は、昭和３７年１月１５日、
浅間中学校実質統合を前にして、
浅間中学校を象徴する品位を持ち、
地方色豊かな図案を一般より懸賞募集した。
応募作品について、職員及びPTA役員は審査の結果、
右上の図案を校章として採用したものである。
当選者 長野市淀ヶ橋

小岩井 潔 氏
その意味するものは、蓼科・八ヶ岳・浅間の山々に取り
囲まれたわが浅間中学校に学ぶ子どもたちが、希望に
燃え、互いに励まし、情操高く知を深くして、やがて巣立
ちゆくその姿を象徴したものである。

佐久市立浅間中学校
〒385-0022

長野県佐久市岩村田1361番地
Tel 0267-67-2410 Fax 0267-67-2411
北緯36度16分07秒 東経138度28分08秒 標高696.7ｍ
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校歌の由来
文豪佐藤春夫先生は、戦時中当佐久市に滞
在しておられ、当市の事情を詳しく研究され
資料にされた。昭和36年にこの縁故深い先
生に作詞を依頼し、作曲は佐藤先生の友人
池内友次郎先生にお願いして制定をみたも
のである。

校歌 校章

校名の「佐久市立浅間中学校」は天来記念館書き初め展で記念館長賞を受賞した樋口さん（３年生）に書いていただきました。

学 校 要 覧
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C  選択、決定
表現する学び

【自己選択・自己判断】
①考える自主的な家庭学習
②基礎反復的な宿題
③思考判断表現を問うテスト
④生徒が参画する行事
⑤マイプロジェクト（１，２年）

学校教育目標

目指す生徒像

郷土の山 浅間山のような

令和６年度 浅間中学校グランドデザイン

情操高く 知は深く

めざします！ 熱く燃える
浅間中学生

美しき
浅間中学生

誇り高き
浅間中学生

多様性を認め合い、思
いやり、感謝の気持ち
が持てる生徒

行動にけじめがあり、
挨拶が元気よく、清掃
に打ち込める生徒

学習・生徒会・部活動
に精一杯、全力で取り
組める生徒

取り組みます！

生徒が主人公
～豊かな個性はぐくむあたたかな関係性～

多様 活気共生

こんな様子です！

A 日常授業の探究化
【生徒が主役】

①「？」（問い）や「！」（気づき）
のある授業

② 対話のある授業 教え合う授業
③「見方・考え方」を働かせ

本質にせまる授業

B 総合的な学習の

時間の探究化
【探究の学びのサイクル】
①３年間のつながり

地域とともに協働的な学び
②アウトプットとフィードバック
③発見・出会い
地域めぐり（１年）
キャリア探究（２年）
卒業探究（3年）

学び 連携集団

「全」：全国学力・学習状況調査（3年生）の本校の回答率（令和5年4月実施）
「学」：学校アンケート（生徒・保護者）の回答率（令和5年11月実施 生：生徒の回答率 保：保護者の回答率）
「家」：家庭学習についてのアンケート（生徒）の回答率（令和5年12月）

 友と対話しな
がら学ぶよさ
を感じている。
（86.0％・学 生）

（83.0％・学 保）

 学習した内容
について、次の
学習につなげ
ることができて
いる。
（77.2％・全）

 生徒会活動、
部活動などの
活動に満足感
をもっている。
（81.5％・学 生）

 授業やテストで間
違えたところ・理
解していないとこ
ろを分かるまで教
えてくれない。

（１９．０％・全）

 先生に質問や
相談をしにくい
と感じている。
（27.0％・学 生）

（22.0％・学 保）

 宿題（学校からだす課
題）を必要だと感じ
ている生徒

（５１．２％・家）

 自主学習（自分の計画
で進める家庭学習）を
必要と感じている生
徒 （９１．２％・家）

【市教委】
①留守番電話対応
②部活動の地域移行化
③採点補助システムの
試行 等

【学校】
①勤務時間の適切な管理
②オクレンジャーによる欠席連絡
③テスト返却日の設定
④総時数の適正化
⑤ガイドラインに沿った適正な

部活動運営

G 教職員の働き方カイカク
～生徒と笑顔で接するために～

めざしましょう！

取り組みましょう！

E  安心した学校生活
①認め合う学級学年学校づくり
②特別支援教育の充実
③不登校対策の充実
④質問・相談できる環境づくり

① HPなどの情報発信
② 管理から関係性重視の

生徒指導
③ フリーに学ぶ水曜日の午後
④ 信頼されるいじめ対応・

進路指導

F 進化・共有する学校

（各種アンケートから）

D 生徒会・部活動
①【生徒会】 ２K＋１E
活気・快適・笑顔
「誰もが居心地のいい」

学校づくり
②【部活動】 AJCS
挨拶・時間・コミュニケーショ
ン・生活態度
日々の生活に活きる部活動
みんなが楽しくできる部活動

【重点】
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1学期始業式、入学式
生徒会対面式、避難訓練
家庭訪問、修学旅行
参観日①、PTA総会
部活動発足会

部活動参観
1学期中間テスト、復習テスト
人権教育旬間、生徒総会①
１年地域めぐり

東信陸上大会
中体連東信大会
参観日②
１学期期末テスト、復習テスト

中体連県大会、２年MPP
1年探究宿泊学習
吹奏楽コンクール東信大会
1学期終業式 3年三者懇談会
合唱東信大会

公立高校後期選抜
３年生を送る会
３学期終業式
卒業式

中体連北信越大会
吹奏楽コンクール県大会
合唱県大会
中体連全国大会
２学期始業式
３年総合テスト①

３年総合テスト②
浅岳祭

２学期中間テスト、３年総合テスト③
教育課程研究協議会
浅間の日(１年地域学習、２年職場体験、
３年卒探) 、人権教育旬間

参観日③
２学期期末テスト
３年総合テスト④

保護者懇談会
生徒総会②
２学期終業式

３学期始業式
３年総合テスト⑤
参観日④（３年）
新入生保護者説明会
３年総合テスト⑥ 公立高校前期選抜

３学期期末テスト
参観日④（１・２年）

令和3年度生徒会長

百井捷悟さん （現在、高校3年生）
浅間中学校を卒業して早くも２年が経ちました。中学
３年間は「人生で一度きりで一瞬だった。」と卒業して
改めて思います。
高校では、勉強や部活の他にも課題研究や文化祭な
ど生徒主体の活動が多く、とても充実しています。
コロナ感染症による制約のない今、何気ない一日一
日も、学びや仲間との大切な時間です。
浅間中学校の皆さんも、この貴重な中学校生活で
「今しかできないこと」を精一杯取り組んで沢山の経
験と思い出を作ってほしいです。僕も応援しています。

先輩の声
令和６年度生徒会長

大塚 舜さん （浅間中3年生）
浅間中学校生徒会では「誰にとっても居心地のよい学
校」を全員で創りあげるために、日々試行錯誤を積み重
ねながら活動しています。９月には生徒会一大イベントで
もある「浅岳祭」があります。今年度も、競い合い、汗と涙
を流し、一人一人の絆が深まっていく、そんな心に残る浅
岳祭をみんなの力で創り上げましょう。
全校の皆さんに伝えたいことがあります。学校に来られる
こと、授業を受けられること、友達と楽しく過ごせること、こ
れらは決してあたりまえのことではありません。「今」しか
経験できないすばらしい私たちの宝物です。一日一日を
大切に、楽しく、そして充実したものにしていきましょう。

現役生
の声

主な学校行事

浅間中学校 先輩の声・現役生の声

各月のアイコンとイ
ラストは、令和５年
度新聞委員長の江原
さん（現在、高校１
年生）に書いていた
だきました。
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１年地域めぐり

２年職場体験

３年出前授業（キャリア学習）



昭和22年 4月

35年 4月
10月

37年 4月
40年 2月

11月
41年 7月
46年 4月

8月
49年 12月
50年 12月

53年 8月
54年 4月
55年 11月
56年 1月
59年 9月
61年 8月
63年 7月

平成 2年 11月

7年 7月
12年 11月
19年 6月
20年 7月
21年 7月
22年 8月
23年 3月
23年 5月

令和 2年 9月

3年 11月

新学制施行 岩村田平根中佐都高瀬に
新制中学校創設
浅間中学校創立（各校を部校とする）
浅間中学校校舎新築起工式
部校制を廃止して実質統合
校舎落成式挙行
創立５周年記念式典
完全給食開始
創立１０周年記念式典
プール竣工式
給食室廃止北部給食センター開始
浅間中学校後援会設立
創立１５周年記念式典
自転車置場舗装工事完了
テニスコート拡張造成式
２０周年記念ピアノ披露演奏会
創立２０周年記念式典
体育館放送施設工事 美術室床補強工事
美術棟避難階段設置
校舎大規模改修工事開始（～平成２年３月終了）
浅間中学校同窓会設立
創立３０周年記念式典
文化祭の名称を「浅岳祭」と決定
創立４０周年記念式典
校舎全面改築工事開始
管理特別教室棟完成
普通教室棟完成
新体育館完成
校舎竣工式典
創立５０周年記念式典
創立６０周年記念航空写真撮影・県立武
道館での浅岳祭
創立６０周年記念式典（講演会）

【生徒数】 全校生徒７９5名（４月現在）

１
組

２
組

３
組

４
組

５
組

６
組

７
組

８
組

計

１年 37 37 37 37 37 37 37 259

２年 36 37 37 37 37 36 36 37 293

３年 35 35 35 35 33 34 36 243

校舎配置図 沿革

学校の現況

創立 昭和３５年４月１日（現在64年目）

相談窓口
【スクールセクハラ・なんでも相談窓口】
校長・教頭・養護教諭・スクールカウンセラー４

【職 員】 全職員６７名

学校長：宮島卓朗 教頭：市川大輔・佐藤航哉
教員(49) 養護教諭(2) 栄養教諭(1) 栄養士(1)
事務職員(3) 学校司書(1) 教員業務支援員(1)
学校用務員(2) ＡＬＴ(1) 教育相談員(1)
スクールカウンセラー(1) スクールソーシャルワーカー(1)

【ＰＴＡ】
会長：井出 健太 副会長：佐藤 清治・秋山 大祐

【後援会】 会長：秋山 久幸

【同窓会】 会長：阿部 眞一


